
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ記録開始前に、光源の半導体レーザーを起動する記録パワーを段階的に変化させ
た試し書きを行い、前記記録パワーを決定する起動パワー決定手段と、
　データ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、前記記録パワーを制御するランニング
ＯＰＣ制御手段を備えた情報記録装置であって、
　前記起動パワー決定手段は、記録前の反射光の最大レベルと記録後の反射光の最大レベ
ルを検出して記録中変調度を算出し、前記記録中変調度が記録パワー変動に対して所定以
上の変化量を持つ領域に記録パワーを決定することを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　データ記録開始前に、光源の半導体レーザーを起動する記録パワーを段階的に変化させ
た試し書きを行い、前記記録パワーを決定する起動パワー決定手段と、
　データ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、前記記録パワーを制御するランニング
ＯＰＣ制御手段を備えた情報記録装置であって、
　前記起動パワー決定手段は、記録反射信号の振幅と最大反射レベルより記録中変調度変
化率を算出し、前記記録中変調度変化率が所定の値となる記録パワーを記録パワーとして
決定することを特徴とする情報記録装置。
【請求項３】
　データ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、光源の半導体レーザーを起動する記録
パワーを制御する情報記録装置であって、
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　データ記録開始前に、前記記録パワーを段階的に変化させた試し書きを行い、記録前の
反射光の最大レベルと記録後の反射光の最大レベルを検出して記録中変調度を算出し、前
記記録中変調度が制御対象信号として必要な変化量を持つ領域に記録パワーを決定する起
動パワー決定手段と、
　再生信号より算出したアシンメトリが所定の目標アシンメトリとなる記録パワーをトッ
プパルスパワーとして決定する記録品位調整手段とを備え、
　所定のパルス幅の信号を記録する場合のみ、ランニングＯＰＣ制御により制御された記
録パワーに、前記トップパルスパワーが付加されることを特徴とする情報記録装置。
【請求項４】
　記録品位調整手段は、所定のパルス幅の信号のみ、パルス幅の調整を行うことを特徴と
する請求項３記載の情報記録装置。
【請求項５】
　記録品位調整手段は、再生信号から記録信号の位相誤差を検出し、前記位相誤差が最小
となるように調整することを特徴とする請求項３記載の情報記録装置。
【請求項６】
　記録品位調整手段は、再生信号から記録信号の位相誤差を検出し、検出した位相誤差よ
りジッタを算出し、算出したジッタが最小となるように調整することを特徴とする請求項
３記載の情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録層を有する記録媒体に対する情報記録装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ＣＤ－Ｒなどの追記型光ディスクやＣＤ－ＲＷなどの書き換え型光ディスクが実用
化されているが、最近では、レーザー光源としての半導体レーザー２の短波長化や、高Ｎ
Ａ対物レンズ４によるスポット径の小径化や薄型基板の採用などにより、ＤＶＤ－Ｒ、Ｄ
ＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどの大容量ディスクも実用化段階に入りつつある。これら
の光ディスク記録再生装置では記録もしくは再生性能を高め、安定化するために様々な技
術開発が行われてきた。その技術の一つに半導体レーザー２のパワー制御技術があり、多
くのの方式が提案されている。とりわけ、追記型光ディスクでは、データの書き換えがで
きないため、いかに安定した記録状態が維持できるのかが重要になってくる。
【０００３】
特に記録中のレーザーパワー制御の方式として、記録中に記録媒体からの反射光を検出し
、記録媒体の記録マーク領域の反射光量が所定の光量となるように、記録中の変調度を制
御することでレーザーパワーの制御を行うランニングＯＰＣ（Ｒｕｎｎｉｎｇ－Ｏｐｔｉ
ｍｕｍ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）と呼ばれる方式などが提案されている。
【０００４】
例えば、特願２００１－１９２２１９に示されるようにマーク領域に対してパルス幅の異
なるマルチパルス列の記録波形を用いて、マークが形成される前の記録媒体からの反射光
Ａとマークが形成された領域からの反射光Ｂとを用いて、制御を行う方式が提案されてい
る。ランニングＯＰＣの制御目標値は、レーザーパワー及びレーザーパルス幅を最適に調
整した記録条件での記録信号の反射光から求められる。
【０００５】
以下記録条件調整器とランニングＯＰＣ制御器を有する従来の情報記録装置を説明する。
【０００６】
図１６は記録条件調整器とランニングＯＰＣ制御器を有する従来の情報記録装置での構成
図である。なお、図の中ではランニングＯＰＣのことをＲ－ＯＰＣと記載している。図１
６において、１は半導体レーザー２を駆動するレーザー駆動器、２はレーザー光源として
の半導体レーザー、３はビームスプリッタ、４は対物レンズ、５は記録媒体、６は光信号
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を電気信号に変換する受光素子、７は目標アシンメトリパワー設定器３８で設定された記
録パワーもしくはランニングＯＰＣ制御器１７で設定された記録パワーを設定しレーザー
駆動器１に記録パワーの設定を行う記録パワー設定器、１２はランニングＯＰＣの制御目
標値を設定するランニングＯＰＣ制御目標決定部、１３は受光素子６からの記録反射光信
号を検出し記録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１４は目標アシンメトリパワー
設定器３８で決定された記録パワーで記録した場合の記録中変調度算出器１３からの記録
中変調度をランニングＯＰＣ制御目標値として設定するランニングＯＰＣ制御目標設定器
、１５はデータ記録中のストレスによる記録パワー変動に対して記録パワーを最適に調整
するランニングＯＰＣ制御部、１６は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変
調度を算出する記録中変調度算出器、１７は記録中変調度算出器１６からの記録中変調度
とランニングＯＰＣ制御目標設定器１４で設定されたランニングＯＰＣ制御目標値を比較
して記録中の記録パワーを制御するランニングＯＰＣ制御器、３６は記録パワーを目標ア
シンメトリになるよう決定する記録パワー決定器、３７は受光素子６からの再生信号を検
出しアシンメトリを算出するアシンメトリ算出器、３８はアシンメトリ算出器３７の出力
と目標アシンメトリを比較して目標アシンメトリとなる記録パワーを設定する、目標アシ
ンメトリパワー設定器である。
【０００７】
以上のように構成された情報記録装置について、その動作を説明する。
【０００８】
記録信号が受光素子６によって検出されるまでの動作は、まず、レーザー駆動器１により
駆動されるレーザー光源としての半導体レーザー２から出射されたレーザー光がビームス
プリッタ３を経た後、対物レンズ４により記録媒体５上に集光照射され、情報の記録、再
生、試し書きに利用される。記録媒体５からの反射光は再び対物レンズ４を通った後、ビ
ームスプリッタ３により入射光と分離され、受光素子６に結像される。受光素子６により
光信号は、電気信号に変換される。
【０００９】
この機構を用い、データの記録に先立って記録パワー決定部３６で最適記録パワーの調整
を行う。記録パワー調整の場合は、まず、パワーを段階的に変化させた試し書きを行う。
アシンメトリ算出器３７では、再生信号から３Ｔマーク、３Ｔスペース、１１Ｔマーク、
１１Ｔスペース信号の検出を行い、アシンメトリを算出し、目標アシンメトリパワー設定
器３８に出力する。目標アシンメトリパワー設定器３８では、検出アシンメトリと、予め
目標値として定められていた目標アシンメトリとを比較し、目標アシンメトリとなる検出
アシンメトリから、記録パワーを決定する。決定された記録パワーは記録パワー設定器７
に設定され、レーザー駆動器１によって半導体レーザー２が制御される。
【００１０】
次にランニングＯＰＣの制御目標値の設定をＲ－ＯＰＣ制御目標決定部を用いて行う。こ
の方法は、目標アシンメトリパワー設定器３８で決定された記録パワーを用いて試し書き
を行い、記録中変調度算出器１３はそのときの記録反射光を検出し、記録反射光の変調度
を算出し、ランニングＯＰＣ制御目標設定器１４に出力する。ランニングＯＰＣ制御目標
設定器１４は、その記録中変調度をランニングＯＰＣの制御目標値として格納する。
【００１１】
データ記録は、ランニングＯＰＣ制御をＲ－ＯＰＣ制御部１５を用いて行う。データの記
録中は、記録媒体の記録面上の記録領域の違いによって記録感度ばらつきが生じる。また
温度や、チルトずれなどの各種ストレスによって最適な記録パワー値が記録領域や記録条
件によって異なってくる。データ記録の際は目標アシンメトリパワー設定器３８で設定さ
れた記録パワーで記録を始める。記録中反射光は、記録中変調度算出器１６で検出される
。記録中変調度算出器１６は、記録中反射光から記録中変調度を算出する。上記制御目標
値付近の記録中辺調度は、記録パワー変動に対して充分な変化率を持っている。図１７に
その様子を示した。ランニングＯＰＣ制御器１７は、検出した記録中変調度とランニング
ＯＰＣ制御目標値との比較を行い、検出した記録変調度が、ランニングＯＰＣ制御目標値
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となるように記録パワー修正を行うことで、記録媒体に対する最適な記録パワーを維持す
ることができる。
【００１２】
ランニングＯＰＣ制御を行うことで、記録媒体の感度ばらつきや、記録中のチルト、デフ
ォーカスなどのストレスに対して、記録パワーを絶えず、最適な状態に制御でき、最適な
記録条件を維持することができる。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、高倍速記録においては標準速記録に比べ、記録媒体へのレーザーの照射時
間が短くなるため、図１８に示す通り元々レーザーの照射時間が短い短マークの形成が、
長マークに比べて行いにくくなる。
【００１４】
アシンメトリは、短マークと短スペースの振幅中心値と長マークと長スペースの振幅中心
値の比で求められる。このため、標準速記録と比較して、高速記録において、記録パワー
が足りていない低パワー領域では短マークが十分な大きさに形成されないためアシンメト
リは低く、高パワーの領域では、短マーク形成に十分なパワーが得られるため、記録パワ
ーとアシンメトリの関係を示すと図１９（ａ）の実線のようになる。また、標準速での記
録パワーとアシンメトリの関係は図１９（ａ）の点線のようになる。このため、高倍速の
アシンメトリは標準速に比べてオフセットを持ち、傾きは急になる。
【００１５】
記録中変調度は、長マークと長スペースの振幅変化であるため、標準速記録と比較して、
高速記録において記録パワーに対する記録中辺調度の傾きはほぼ同じである。その様子を
図１９（ｂ）に示す。そのため、標準速記録と比較して、高速記録時は、アシンメトリと
記録中変調度の関係が標準速とは異なってくる。このため、図１９に示すとおり、目標ア
シンメトリ法により決定した記録パワーを用いて、ランニングＯＰＣの制御目標値を設定
した場合、ランニングＯＰＣの制御目標値を充分な記録中変調度変化のある領域に設定で
きない。従って、高倍速記録時の最適な記録パワーからの変動に対して、ランニングＯＰ
Ｃの制御信号である記録反射光の変調度変化がほとんどなく、高倍速でのランニングＯＰ
Ｃの制御を行うことが非常に困難であるという問題があった。
【００１６】
そこで、本発明は、上記問題を考慮し、記録中の変調度が記録パワー変動に対して、充分
変化する変調度の領域に記録パワーを決定し、その記録パワーでランニングＯＰＣの制御
目標値を設定することで、高倍速記録時においても、ランニングＯＰＣ制御が可能な情報
記録装置を提供することを目的とするものである。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　第１の発明は、データ記録開始前に、光源の半導体レーザーを起動する記録パワーを段
階的に変化させた試し書きを行い、前記記録パワーを決定する起動パワー決定手段と、デ
ータ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、前記記録パワーを制御するランニングＯＰ
Ｃ制御手段を備えた情報記録装置であって、前記起動パワー決定手段は、記録前の反射光
の最大レベルと記録後の反射光の最大レベルを検出して記録中変調度を算出し、前記記録
中変調度が記録パワー変動に対して所定以上の変化量を持つ領域に記録パワーを決定する
ことを特徴とする。
【００１８】
このことにより、記録中の変調度が記録パワー変動に対して、充分変化する変調度の領域
に記録パワーを決定することができるため、その記録パワーでランニングＯＰＣの制御目
標値を設定することで、高倍速記録時においても、ランニングＯＰＣ制御が可能である。
【００１９】
　第２の発明は、データ記録開始前に、光源の半導体レーザーを起動する記録パワーを段
階的に変化させた試し書きを行い、前記記録パワーを決定する起動パワー決定手段と、デ
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ータ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、前記記録パワーを制御するランニングＯＰ
Ｃ制御手段を備えた情報記録装置であって、前記起動パワー決定手段は、記録反射信号の
振幅と最大反射レベルより記録中変調度変化率を算出し、前記記録中変調度変化率が所定
の値となる記録パワーを記録パワーとして決定することを特徴とする。
【００２０】
これにより、高倍速記録時においても、ジッタボトムやパワーマージンの広い記録品位の
良いデータ記録を行え、かつランニングＯＰＣ制御が可能である。
【００２１】
　第３の発明は、データ記録時に、ランニングＯＰＣ制御により、光源の半導体レーザー
を起動する記録パワーを制御する情報記録装置であって、データ記録開始前に、前記記録
パワーを段階的に変化させた試し書きを行い、記録前の反射光の最大レベルと記録後の反
射光の最大レベルを検出して記録中変調度を算出し、前記記録中変調度が制御対象信号と
して必要な変化量を持つ領域に記録パワーを決定する起動パワー決定手段と、再生信号よ
り算出したアシンメトリが所定の目標アシンメトリとなる記録パワーをトップパルスパワ
ーとして決定する記録品位調整手段とを備え、所定のパルス幅の信号を記録する場合のみ
、ランニングＯＰＣ制御により制御された記録パワーに、前記トップパルスパワーが付加
されることを特徴とする。
【００２２】
　これにより、高速倍記録時にランニングＯＰＣ制御が行えない場合でも、データ記録開
始時に記録品位の良い記録パワーに決定することが可能である。
【００３８】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
本実施の形態では、ＤＶＤ－ＲＯＭフォーマットのコードデータを、色素系メディア、例
えば、色素系光ディスクに記録する光情報記録再生装置における情報記録方法の一例につ
いて説明する。また、発光波形の一例とし、記録データとして図２の（ａ）に示す記録デ
ータを記録する場合に、図２の（ｂ）に示すトップパルスとマルチパルスから構成される
マルチパルス列によりレーザーを発光制御することにより情報を記録するものとする。
【００３９】
図１は、本発明の第１の実施の形態による情報記録装置の構成図である。図１において、
１は半導体レーザー２を駆動するレーザー駆動器、２はレーザー光源としての半導体レー
ザー、３はビームスプリッタ、４は対物レンズ、５は記録媒体、６は光信号を電気信号に
変換する受光素子、７は目標変化率記録パワー設定器１１で設定された記録パワーもしく
はランニングＯＰＣ制御器１７で設定された記録パワーを設定しレーザー駆動器１に記録
パワーの設定を行う記録パワー設定器、８は変調度の変化率を用いて記録パワーを決定す
る記録パワー決定部、９は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出
する記録中変調度算出器、１０は記録中変調度算出器９の出力の記録中変調度から記録中
変調度変化率を算出する記録中変調度変化率算出器、１１は記録中変調度変化率算出器１
０からの記録中変調度変化率が目標変化率となる記録パワーを設定する目標変化率記録パ
ワー設定器目標変化率記録パワー設定器、１２はランニングＯＰＣの制御目標値を設定す
るランニングＯＰＣ制御目標決定部、１３は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記
録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１４は目標変化率記録パワー設定器１１で決
定された記録パワーで記録した場合の記録中変調度算出器１３からの記録中変調度をラン
ニングＯＰＣ制御目標値として設定するランニングＯＰＣ制御目標設定器、１５はデータ
記録中のストレスによる記録パワー変動に対して記録パワーを最適に調整するランニング
ＯＰＣ制御部、１６は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する
記録中変調度算出器、１７は記録中変調度算出器１６からの記録中変調度とランニングＯ
ＰＣ制御目標設定器１４で設定されたランニングＯＰＣ制御目標値を比較して記録中の記
録パワーを制御するランニングＯＰＣ制御器である。
【００４０】
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以上のように構成された情報記録装置について以下にその動作を説明するが、本実施の形
態が過去の技術と異なるのはデータの記録に先立って記録パワー決定部８を用いて実施さ
れる最適記録パワーの決定方法である。従って、記録パワー調整のパワーを用いてランニ
ングＯＰＣの制御目標値を算出しランニングＯＰＣ制御を行う動作については過去の技術
と同じであるので説明は省略し、最適記録パワーの調整方法についてのみ説明する。
【００４１】
最適記録パワー調整にあたり、最初にパワーを段階的に変化させた試し書きを行う。変調
度検出器では、記録中の反射光である図２の（ｃ）の波形が観測される。図２の（ｃ）に
おいて、Ａはマークが形成される前の記録媒体からの反射光の最大レベル、Ｂはマークが
形成過程の領域からの反射光の最大レベルである。記録中変調度検出器１３では、上記の
記録中のマーク未形成状態の反射光量Ａと、マーク形成中の反射光量Ｂから、形成された
マークの濃度を示す指標であるＢ／Ａを算出する。記録パワーに対するＢ／Ａの特性を図
３（ａ）に示す。変調度変化率算出器１０では検出した隣り合うＢ／Ａを用いてＢ／Ａ記
録パワーに対する変化率を算出する。図３（ｂ）に記録パワーとＢ／Ａの変化率の関係を
示す。
【００４２】
記録中変調度変化率算出器１０の出力は目標変化率記録パワー設定器１１に入力される。
制御目標下限値記録パワーでは、ランニングＯＰＣの制御残差が記録器としての許容マー
ジン以下となることと、かつ記録パワー変動に対してランニングＯＰＣ制御の制御対象信
号である記録中の変調度が十分変化するという理由から決定された目標変化率になる記録
パワーを最適記録パワーとして決定する。
【００４３】
図３に上記方法で決定される記録パワーの概念図を示す。図３（ｂ）の（１）が目標変化
率であり、図３（ｂ）の（２）が本実施の形態で決定された記録パワーである。図３（ａ
）の（３）が本実施の形態で決定されたランニングＯＰＣ制御目標値である。（３）に示
されるように、決定された制御目標値は、記録中変調度Ｂ／Ａが記録パワーに対して充分
に変化する領域に設定されている。
【００４４】
ランニングＯＰＣ制御器１７は、検出した変調度とランニングＯＰＣ制御目標値との比較
を行い、常時検出される変調度が、ランニングＯＰＣ制御目標値と等しくなるように記録
パワーを制御することにより、記録媒体に対する最適な記録パワーを維持できる。
【００４５】
以上のように本実施の形態を用いることで、ランニングＯＰＣが制御対象としている記録
したマークの反射率を示す変調度が、ランニングＯＰＣの制御残差が記録器としての許容
マージン以下となり、記録パワーに対する変調度が制御対象信号として必要な変化量を持
つ領域に記録パワーを決定することができるため、高倍速記録時においても、ランニング
ＯＰＣ制御が可能となり、目標パワーの低下に伴うベースジッタ低下よりも影響の大きい
、温度、チルトなどのストレスによるマージン低下に対する影響を抑制することが可能で
ある。
【００４６】
なお、本実施の形態では記録パワー決定のために記録中変調度Ｂ／Ａの検出を行ったが、
この他にも、予めパワーを段階的に変化させた試し書きを行い、その領域を再生し、反射
信号の振幅を最大反射レベルで割って得られる変調度を用いても同じ効果が得られる。こ
の場合、予め実験的に得られた結果から変調度をＢ／Ａに変換するテーブルをドライブに
用意しておき、このテーブルを用いて変調度をＢ／Ａに変換してＢ／Ａの目標変化率を用
いてパワーを決定する方法でもランニングＯＰＣ制御が可能な記録パワー変動に対してＢ
／Ａが変化する領域に記録パワーを決定でき、ランニングＯＰＣ制御が可能である。これ
は、図１の構成図の記録パワー決定部８を図４の８００に置き換えることで可能である。
図４において、８００は変調度の変化率を用いて記録パワーを決定する記録パワー決定部
、８０１は受光素子６からの再生反射光信号を検出し変調度を算出する変調度算出器、８
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０２は変調度算出器８０１で検出した変調度を記録中変調度Ｂ／Ａに変換する記録中変調
度変換テーブル、８０３は記録中変調度変換テーブル８０２が出力する記録中変調度から
記録中変調度変化率を算出する記録中変調度変化率算出器、８０４は、記録中変調度変化
率算出器８０３からの記録中変調度変化率が目標変化率最大値となる記録パワーを設定す
る目標最大値記録パワー設定器、である。これらによる記録パワーを決定する手順は、ま
ず、パワーを段階的に変化させた試し書きを行い、記録中変調度検出器８０１で変調度を
検出し、記録中変調度変換テーブル８０２は変調度算出器８０１で検出した変調度を記録
中変調度であるＢ／Ａに変換する。記録中変調度変化率算出器８０３では記録中変調度を
元に各記録パワーの記録中変調度の変化率を算出する。記録中変調度変化率算出器８０３
の出力は目標変化率記録パワー設定器８０４に入力される。目標最大値記録パワー設定器
８０４では、予め設定された、目標変化率最大値と検出した記録中変調度変化率を比較し
、目標変化率最大値となる記録中変調度変化率から、記録パワーを決定する。
【００４７】
また、短マークと長マークの形成状態を一致させるように記録パワーを決定するための、
予め定めたアシンメトリになるよう記録パワーを決定するアシンメトリ法により決定され
るパワーと、上述のランニングＯＰＣ制御が可能となるよう記録パワーを決定するための
、記録中変調度の変化率を使用して決定される記録パワーの２つの記録パワーから、その
条件下における最適記録パワーを判断してどちらか一方に決定することも可能である。そ
の場合、図１の構成図の記録パワー決定部８を図５の８１０に置き換えることで可能であ
る。図５において、８１０は変調度の変化率とアシンメトリによって決定したパワーを比
較して最適な記録パワーとなる方を選択する記録パワー決定部、９は受光素子６からの記
録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１０は記録中変調度
算出器９からの記録中変調度から記録中変調度変化率を算出する記録中変調度変化率算出
器、１１は記録中変調度変化率算出器１０からの記録中変調度変化率が目標変化率となる
記録パワーを設定する目標変化率記録パワー設定器、３７は受光素子６８からの再生信号
を検出しアシンメトリを算出するアシンメトリ算出器、３８はアシンメトリ算出器３７の
出力と目標アシンメトリを比較して目標アシンメトリとなる記録パワーを設定する目標ア
シンメトリパワー設定器、８１１は目標変化率記録パワー設定器１１で決定された記録パ
ワーと目標アシンメトリパワー設定器３８で決定された記録パワーを比較して、最適な記
録パワーを決定する判定器である。
【００４８】
この構成による記録パワーの決定手順は、パワーを段階的に変化させた試し書きを行い、
記録中変調度検出器９で記録中変調度を検出し、記録中変調度変化率算出器１０では記録
中変調度を元に各記録パワーの記録中変調度の変化率を算出する。記録中変調度変化率算
出器１０の出力は目標変化率記録パワー設定器１１に入力される。目標変化率記録パワー
設定器１１では予め設定された目標変化率と検出した記録中変調度変化率を比較し、目標
変化率となる記録中変調度変化率から記録パワーを仮決定する。また、試し書き領域を再
生し、アシンメトリ算出器３７で再生信号を検出し各記録パワーのアシンメトリを算出す
る。アシンメトリ算出器３７の出力は目標アシンメトリパワー設定器３８に入力され、デ
ィスク記載のβ値と同じになる検出アシンメトリに記録パワーを仮決定する。目標変化率
記録パワー設定器１１の出力と、目標アシンメトリパワー設定器３８の出力は共に判定器
８１１に入力される。判定器では、記録中変調度変化率が目標変化率となるように決定さ
れた記録パワーと、目標アシンメトリから決定された記録パワーの比較を行い、図６に示
すとおり目標変化率から決定された記録パワー≧目標アシンメトリで決定された記録パワ
ー、の場合は目標アシンメトリで決定された記録パワーを選択し、図７に示すとおり目標
変化率から決定された記録パワー＜目標アシンメトリで決定された記録パワー、の場合は
目標変化率によって決定された記録パワーを選択する。
【００４９】
先に記述した図６の場合では、ジッタボトムや広いパワーマージン等の信号品質の高い記
録条件に成りやすいディスク記載のβ値になる記録パワーに決定でき、なおかつこのパワ
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ーは、記録パワー変動に対してランニングＯＰＣ制御の制御対象信号である記録中の変調
度が十分変化するという条件も満たしているため、ランニングＯＰＣの制御も可能である
。また、後に記述した図７の場合では、アシンメトリをディスク記載のβ値に設定した記
録パワーでは記録パワー変動に対して記録中の変調度の変化が小さく、ランニングＯＰＣ
制御が困難であり、この場合はランニングＯＰＣ制御を優先するようにＢ／Ａの目標変化
率になる記録パワーを設定する。
【００５０】
なお、この他にも記録パワー決定手段として、記録パワーの変動に対してランニングＯＰ
Ｃ制御信号が変化できる領域に設定できれば効果は同じであり、この実施の形態に限定さ
れるものではない。
【００５１】
（第２の実施の形態）
本発明の第２の実施の形態による情報記録装置について図８を用いて説明する。図８は、
本発明の第２の実施の形態による情報記録装置の構成図である。図８において、１は半導
体レーザー２を駆動するレーザー駆動器、２はレーザー光源としての半導体レーザー、３
はビームスプリッタ、４は対物レンズ、５は記録媒体、６は光信号を電気信号に変換する
受光素子、７は目標変化率記録ＭＰパワー設定器１１で設定された記録パワーもしくはラ
ンニングＯＰＣ制御器１７で設定された記録パワーを設定しレーザー駆動器１に記録パワ
ーの設定を行う記録パワー設定器、８は変調度の変化率を用いて記録パワーを決定する記
録パワー決定部８、９は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出す
る記録中変調度算出器、１０は記録中変調度算出器９からの記録中変調度から記録中変調
度変化率を算出する記録中変調度変化率算出器、１１は記録中変調度変化率算出器１０か
らの記録中変調度変化率が目標変化率となる記録パワーを設定する目標変化率記録パワー
設定器、１２はランニングＯＰＣの制御目標値を設定するランニングＯＰＣ制御目標決定
部、１３は受光素子６からの記録反射光信号を検出し、記録中変調度を算出する記録中変
調度算出器、１４は目標変化率記録パワー設定器１１で決定された記録パワーで記録した
場合の記録中変調度算出器１３からの記録中変調度をランニングＯＰＣ制御目標値として
設定するランニングＯＰＣ制御目標設定器、１５はデータ記録中のストレスによる記録パ
ワー変動に対して記録パワーを最適に調整するランニングＯＰＣ制御部、１６は受光素子
６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１７は記
録中変調度算出器１６からの記録中変調度とランニングＯＰＣ制御目標設定器１４で設定
された、ランニングＯＰＣ制御目標値を比較して記録中の記録パワーを制御する、ランニ
ングＯＰＣ制御器、１８は短マークと長マークの形成状態を一致させるように記録パワー
もしくはパルス幅を調整し記録品質を向上させる記録品位調整部、１９は受光素子６から
の再生反射光信号を検出しアシンメトリを算出するアシンメトリ算出器、２０はアシンメ
トリ算出器１９からのアシンメトリが目標アシンメトリとなる記録トップパルス付加パワ
ーを設定する目標アシンメトリ記録ＴＰパワー設定器、２１は目標アシンメトリ記録ＴＰ
パワー設定器２０で設定された記録トップパルス付加パワーを設定し、レーザー駆動器１
に記録トップパルス付加パワーの設定を行う記録ＴＰパワー設定器である。
【００５２】
以上のように構成された本実施の形態の情報記録装置について、以下、その動作を説明す
る。ここで、本実施の形態が第１の実施の形態と異なるのは、記録パワー及びランニング
ＯＰＣ制御目標値設定後に記録品質調整部を用いて短マークと長マークの形成状態を改善
することである。また、レーザーの発光パルスも第１の発行波形とは異なり、記録データ
として図９の（ａ）の記録データを記録する場合、図９の（ｂ）に示すようにパルス幅は
トップパルスとマルチパルスから構成されるマルチパルス列を用い、パルス高はマルチパ
ルスの記録パワーを決定するマルチパルスパワー（ＭＰパワー）とＭＰパワーに対してト
ップパルス部分のみの記録パワーを加算できるようにしたトップパルス付加パワー（ＴＰ
パワー）を用いて、レーザーを発光制御する。
【００５３】
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本実施の形態においても、記録パワー（本実施例ではＭＰパワーのこと）の初期調整方法
は第 1の実施の形態と同じであり、記録パワー初期調整のパワーを用いてランニングＯＰ
Ｃの制御目標値を算出し、ランニングＯＰＣ制御を行う動作については、過去の技術と同
じであるので説明は省略する。
【００５４】
次に、記録品質調整部での、最適記録ＴＰパワーの調整を実施し短マークの記録状態の改
善を実施するための最適記録ＴＰパワーの調整方法について説明する。最適記録ＭＰパワ
ー調整で決定された、ＭＰパワーと段階的に可変されたＴＰパワーを用いて３Ｔマーク、
３Ｔスペース、１１Ｔマーク、１１Ｔスペースの繰り返し信号を記録媒体に記録する。Ｔ
Ｐパワーを設定するのは３Ｔ信号のみとする。その再生信号は、アシンメトリ算出器１９
で検出される。図１０（ａ）にＴＰパワーを変化させた場合の信号の検出結果を示す。ア
シンメトリ算出器１９では３Ｔマークと３Ｔスペースの平均値、１１Ｔマーク、１１Ｔス
ペースの振幅から、アシンメトリを算出し、目標アシンメトリ記録ＴＰパワー設定器２０
目標アシンメトリ記録ＴＰパワー設定器２０に結果を出力する。図１０（ｂ）にＴＰパワ
ーに対するアシンメトリの変化を示す。目標アシンメトリ記録ＴＰパワー設定器２０には
予め、ディスクのＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値が目標アシンメトリとして設定されており、
検出されたアシンメトリと目標アシンメトリの比較が行われ、目標アシンメトリとなる記
録ＴＰパワーが決定され、記録ＴＰパワー設定器に設定される。
【００５５】
次に記録品質調整部で行ったＴＰパワー調整によって、短マークと長マークの形成バラン
スを整える効果について説明する。既に、発明が解決しようとする課題に記載した通り、
高倍速記録においては、長マークに比べて、短マークの形成はレーザーの照射時間が短く
、熱の拡散時間が不充分であるため、マークが十分な大きさに形成できにくい。このため
、記録パワーに対するアシンメトリの値は小さくなる。しかし、記録パワーに対する記録
中辺調度の傾きはほぼ同じである。そのため、標準速記録と比較して、高速記録時は、ア
シンメトリと記録中変調度の関係が標準速記録とは異なり、目標アシンメトリ法により決
定した記録パワーを用いて、ランニングＯＰＣの制御目標値を設定した場合、ランニング
ＯＰＣの制御目標値を充分な記録中変調度変化のある領域に設定できないという問題が生
じていた。そこで、第１の実施の形態で示した情報記録装置では、記録パワーに対して、
記録中変調度の変化が充分にとれる領域に記録パワーを設定するようにした。しかし、第
１の実施の形態で示した情報記録装置で決定される記録パワーでは記録信号が記録媒体記
載のＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値よりも低いアシンメトリになる可能性がある。しかし、一
般的にＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値付近のアシンメトリとなる記録信号は、ジッタボトムや
パワーマージンなどの信号品質で優れた特性を示すことがしられており、記録品位の観点
からは記録パワーを上記β値付近に設定することが望ましい。
【００５６】
そこで、本実施形態２では、ランニングＯＰＣの制御信号Ｂ／Ａに関係する長マーク側の
形成条件は変えずに、高倍速記録時に形成されにくい短マークに対してトップパルスパワ
ーを付加し、より高い記録パワーで記録を行うことで、短マークを充分な大きさに形成し
、相対的にアシンメトリを高くすることができる。図１１（ａ）にトップパルスパワーが
無い場合のマーク形成状態、図１１（ｂ）にトップパルスパワー調整による記録媒体への
マーク形成効果の概念図を示す。本実施の形態で、全てのマークにトップパルスパワーを
付加せずに、３Ｔ信号のみにトップパルスパワーを加えているのは、パワーが足りている
長マークに対しては、パワーの付加は行わないため、ＭＰパワー決定部８とＲ－ＯＰＣ制
御目標決定部１２で決定された、記録パワー変動に対してランニングＯＰＣ制御の制御対
象信号である記録中の変調度が十分変化する領域に成るよう設定した、記録パワーとラン
ニングＯＰＣ制御目標値には影響を及ぼすことが無いことと、短マークの中でも特に３Ｔ
信号が信号の発生頻度が多く、アシンメトリの算出に用いられるという理由からである。
図１２に記録中変調度とＭＰパワー、アシンメトリとＭＰパワー、ＴＰパワーの関係を示
す。
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【００５７】
以上のように本実施の形態を用いることで、記録中の変調度が記録パワー変動に対して充
分変化する記録パワー領域を、ランニングＯＰＣの動作範囲として設定でき、なおかβ値
となる最適アシンメトリに調整できるため、高倍速記録時においても、ジッタボトムやパ
ワーマージンの広い記録品位の良いデータ記録を行え、かつランニングＯＰＣ制御が行え
るため、記録中に最適記録パワー値の修正が行えるため、温度やサーボストレス等による
マージン低下に対する影響も抑制することが可能である。
【００５８】
なお、本実施の形態では記録品質の調整をランニングＯＰＣ制御目標値決定後に行ったが
、目標値決定の前に行うことも可能であり、最適なＭＰパワーが決まり、データの記録が
開始される前であれば、いつでも良い。
【００５９】
また、本実施の形態では記録品質調整手段として、３Ｔ信号に対してのみ記録トップパル
ス付加パワー調整を行ったが、３Ｔ～１４Ｔに対してグルーピング（例えば３Ｔ～５Ｔは
行うが、６Ｔ～１４Ｔは行わない）のように特定の信号だけに記録トップパルス付加パワ
ー調整を行うことも可能であり、本実施の形態と同様な効果が期待できる。また３Ｔ～１
４Ｔの信号全てに行うことも可能である。
【００６０】
また、この実施の形態では記録品質調整手段として、記録トップパルス付加パワーの調整
を行ったが、図１３の（ａ）に示すようにトップパルス付加パルスの幅などを調整して記
録品質調整を行うことも可能である。また、図１３の（ｂ）に示すようにマルチパルス列
幅などを調整して実施することも可能であり、高倍速時において形成されにくい短マーク
を、長マークとは個別に調整し、短マークの形成を最適に行うような調整方法であれば、
本実施の形態で述べた方法以外にもさまざまな方法で可能である。
【００６１】
また、この実施の形態では、記録品質調整手段の目標記録品位としてディスクメーカーが
推奨する記録信号条件であるディスクに記載されたβ値を用いた目標アシンメトリを定め
ることにより、記録条件を決定したが、この他にも信号の位相誤差量が最小になる記録条
件や、ジッタが最小になる記録条件など、記録品位を示すパラメータが最良になる記録条
件を記録品質調整手段の目標器記録品位として用いればよい。
【００６２】
（第３の実施の形態）
本発明の第３の実施の形態による情報記録装置について図１４を用いて説明する。図１４
は、本発明の第３の実施の形態による情報記録装置の構成図である。図１４において、１
は半導体レーザー２４を駆動するレーザー駆動器、２はレーザー光源としての半導体レー
ザー、３はビームスプリッタ、４は対物レンズ、５は記録媒体、６は光信号を電気信号に
変換する受光素子、７は目標変化率記録パワー設定器１１で設定された記録パワーもしく
はランニングＯＰＣ制御器１７で設定された記録パワーを設定しレーザー駆動器１に記録
パワーの設定を行う記録パワー設定器、８は変調度の変化率を用いて記録パワーを決定す
る記録パワー決定部、９は受光素子６からの記録反射光信号を検出し、記録中変調度を算
出する記録中変調度算出器、１０は記録中変調度算出器９からの記録中変調度から記録中
変調度変化率を算出する記録中変調度変化率算出器、１１は記録中変調度変化率算出器１
０からの記録中変調度変化率が目標変化率となる記録パワーを設定する目標変化率記録パ
ワー設定器、１２はランニングＯＰＣの制御目標値を設定するランニングＯＰＣ制御目標
決定部、１３は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録中
変調度算出器、１４は目標変化率記録パワー設定器１１で決定された記録パワーで記録し
た場合の記録中変調度算出器１３からの記録中変調度をランニングＯＰＣ制御目標値とし
て設定するランニングＯＰＣ制御目標設定器、１５はデータ記録中のストレスによる記録
パワー変動に対して記録パワーを最適に調整するランニングＯＰＣ制御部、１６は受光素
子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１７は
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記録中変調度算出器１６からの記録中変調度とランニングＯＰＣ制御目標設定器１４で設
定されたランニングＯＰＣ制御目標値を比較して記録中の記録パワーを制御するランニン
グＯＰＣ制御器、２２は設定した記録条件での記録品位を判定してディスクの回転数を調
整する記録速度調整部、２３は受光素子６からの再生反射光信号を検出しジッタを算出す
るジッタ算出器、２４はジッタ算出器２３から出力されたジッタが予め設定された目標ジ
ッタ値以下であるかの判定を行う記録品位判定器、２５は記録品位判定器２４での判定結
果で測定ジッタが目標ジッタ値以下である場合には記録速度調整器２５に対して現在の回
転数を維持するようにサーボ制御器２６に指令を行い測定ジッタが目標ジッタ値以上であ
る場合には記録速度調整器２５に対して回転数を低下させるようにサーボ制御器２６に指
令を行う記録速度調整器、２６は記録速度調整器２５からの指令を受けてスピンドルモー
タ２７に対して記録速度の設定を行うサーボ制御器、２７はサーボ制御器２６からの指令
を受けて記録媒体の回転速度を調整するスピンドルモータである。
【００６３】
本実施の形態が第１の実施の形態と異なるのは、記録パワー及びランニングＯＰＣ制御目
標値設定後に、記録速度調整部においてジッタによる記録品位の判断を行い、記録品位の
取れる記録速度にディスクの回転数の調整を行う機能を有することである。本実施の形態
においても、記録パワーの初期調整方法は第 1の実施の形態と同じであり、記録パワー初
期調整のパワーを用いてランニングＯＰＣの制御目標値を算出し、ランニングＯＰＣ制御
を行う動作については、過去の技術と同じであるので説明は省略する。
【００６４】
第１の実施の形態で示した情報記録装置では、記録パワーに対して、記録中変調度の変化
が充分にとれる領域を選択するように記録パワーを設定するようにした。しかし、第１の
実施の形態で示した情報記録装置で決定される記録パワーでは記録信号が記録媒体記載の
ＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値よりも低いアシンメトリになる可能性がある。しかし、一般的
にＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値付近のアシンメトリとなる記録信号は、ジッタボトムやパワ
ーマージンなどの信号品質で優れた特性を示すことがしられており、記録品位の観点から
は記録パワーを上記β値付近に設定することが望ましい。そこで、本実施の形態では、ラ
ンニングＯＰＣ制御が可能な記録条件を決定した後、決定した記録条件で試し記録を行い
、検出したジッタが、予め設定した目標ジッタ値以下であるか否かを判断して、目標ジッ
タに達しない場合には、ディスクの回転速度を低下させて、再度ランニングＯＰＣ制御が
可能な記録条件を設定し直し、目標ジッタ値を満たすまで繰り返すことで、ジッタボトム
や広いパワーマージンなどの信号品質で優れた記録条件と記録中のストレスによるマージ
ン低下を抑制するランニングＯＰＣ制御を両立させることができる。
【００６５】
以下に記録速度調整部２２での、ジッタを用いた記録品位の判断と記録速度の調整方法に
ついて説明する。上記目標変化率で設定された記録パワー用いて、ディスクにランダムパ
ターンの試し書きを行う。ランダムパターンは、３Ｔ～１１Ｔと１４Ｔマーク、３Ｔ～１
１Ｔと１４Ｔスペースの組合せで決まるパターンである。次に試し書き領域を再生し、ジ
ッタ算出器２３では再生信号からジッタを算出し、ジッタ算出器２３の出力は記録品位判
定機２４に入力される。記録品位判定器２４では試し書き領域の測定ジッタが目標ジッタ
値である９％以下であるか判定を行い、結果を記録速度調整器２５に出力する。ここで目
標ジッタを９％とした理由は、エラー訂正後にパソコンユースとして許容できるバイトエ
ラー率１×１０－１２を達成するため、ディスクチルトマージン、ピックアップ収差、サ
ーボマージン等を考慮した場合の記録信号の位相誤差に関する実験結果から決定した値で
ある。
【００６６】
記録速度調整器２５では記録品位判定機からの入力が、目標ジッタを満たしている場合は
、サーボ制御器２６に対して現在の回転数ｎを維持するように指示し、目標ジッタを満た
していない場合は、サーボ制御器２６に対して、現在の回転数ｎから回転数ｎ -１とする
よう指示をだす。サーボ制御器２６では、記録速度調整器２５の指示を受け、指示回転数
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になるようスピンドルモータ２７を制御し、ディスクの回転数制御を行う。上記目標ジッ
タを満たせずに記録速度を低下させた場合は、もう一度、最適記録パワーの調整、ランニ
ングＯＰＣ制御目標値の決定、ジッタの判定を行い、目標ジッタを満たす記録ができるま
で、上記制御を繰り返す。
【００６７】
目標ジッタを満たす記録パワーが決定され、データ記録を行う場合はランニングＯＰＣ制
御を行う。ランニングＯＰＣ制御については、過去の技術と同じであるので詳細な説明は
省略する。
【００６８】
以上のように本実施の形態を用いて、記録速度を調整することで、記録中の変調度が記録
パワー変動に対して充分変化する記録パワー領域を、ランニングＯＰＣの動作範囲として
設定でき、なおかβ値となる最適アシンメトリに調整できるため、高倍速記録時において
も、ジッタボトムやパワーマージンの広い記録品位の良いデータ記録を行え、かつランニ
ングＯＰＣ制御が行えるため、記録中に最適記録パワー値の修正が行えるため、温度やサ
ーボストレス等によるマージン低下に対する影響も抑制することが可能である。
【００６９】
なお、本実施の形態では記録速度調整をランニングＯＰＣ制御目標値決定後に行ったが、
目標値決定の前に行うことも可能であり、最適な記録パワーが決まり、データの記録が開
始される前であれば、いつでも良い。
【００７０】
また、この実施の形態では記録速度調整部２２において、記録品位の優劣の判断として目
標ジッタ値を定めて判断を行い、その結果に従って、記録速度の判断を行ったがこの他に
も信号の位相誤差量が最小になる記録条件や、アシンメトリがディスク推奨のβ値になる
など、記録品位を示すパラメータが最良になる記録条件を記録速度調整の判断指標として
用いればよい。
【００７１】
更に、この実施の形態では記録速度調整部２２における記録速度の調整は、現在の回転数
ｎから回転数ｎ -１というように行ったが、ｎ -２としてもよいし、ｎ -３ -ｎなどとしても
よく、特に規定を定めるものではない。
【００７２】
（第４の実施の形態）
本発明の第４の実施の形態による情報記録装置について図１５を用いて説明する。図１５
は、本発明の第１の実施の形態による情報記録装置の構成図である。図１５において、１
は半導体レーザー２を駆動するレーザー駆動器、２はレーザー光源としての半導体レーザ
ー、３はビームスプリッタ、４は対物レンズ、５は記録媒体、６は光信号を電気信号に変
換する受光素子、７は目標アシンメトリパワー設定器３０で設定された記録パワーもしく
はランニングＯＰＣ制御器１７で設定された記録パワーを設定しレーザー駆動器１に記録
パワーの設定を行う記録パワー設定器、８は変調度の変化率を用いて記録パワーを決定す
る記録パワー決定部、９は受光素子６からの記録反射光信号を検出し、記録中変調度を算
出する、記録中変調度算出器、１０は記録中変調度算出器９からの記録中変調度から記録
中変調度変化率を算出する記録中変調度変化率算出器、１１は記録中変調度変化率算出器
１０からの記録中変調度変化率が目標変化率となる記録パワーを設定する目標変化率記録
パワー設定器、１２はランニングＯＰＣの制御目標値を設定するランニングＯＰＣ制御目
標決定部、１３は受光素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録
中変調度算出器、１４は目標変化率記録パワー設定器１１で決定された記録パワーで記録
した場合の記録中変調度算出器１３からの記録中変調度をランニングＯＰＣ制御目標値と
して設定するランニングＯＰＣ制御目標設定器、１５はデータ記録中のストレスによる記
録パワー変動に対して記録パワーを最適に調整するランニングＯＰＣ制御部、１６は受光
素子６からの記録反射光信号を検出し記録中変調度を算出する記録中変調度算出器、１７
は記録中変調度算出器１６からの記録中変調度とランニングＯＰＣ制御目標設定器１４で
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設定された、ランニングＯＰＣ制御目標値を比較して記録中の記録パワーを制御する、ラ
ンニングＯＰＣ制御器、２８は記録パワーを目標アシンメトリになるよう決定する記録パ
ワー決定部、２９は受光素子６からの再生信号を検出し、アシンメトリを算出するアシン
メトリ算出器、３０はアシンメトリ算出器２９の出力と予め設定された目標アシンメトリ
を比較して目標アシンメトリとなる記録パワーを設定し決定パワー値を記録パワー調整器
に出力する目標アシンメトリパワー設定器、３１はデータ記録中のストレスによる記録パ
ワー変動に対して、記録パワーを最適に調整する記録パワー調整部、３２は半導体レーザ
ー２の温度を検出する温度センサ、３３は温度センサ３２の出力に応じて予め決められた
温度ストレスに対するパワー補正アルゴリズムに従って記録中のパワーを最適に調整する
記録パワー調整部、３４は再生信号から記録信号のジッタを算出し記録品位としてマージ
ンが確保できる予め設定された目標ジッタ以下であるかを見極めその結果に応じて切替器
３５を切替える記録品位判定器、３５は記録品位判定機によって記録パワー設定器７への
入力を記録パワー調整部３３から行うかランニングＯＰＣ制御器１７から行うかを切替え
る切替器である。
【００７３】
以上のように構成された情報記録装置について、以下その動作を説明するが、本実施の形
態が第１の実施の形態と異なるのは、記録パワー及びランニングＯＰＣ制御目標値設定後
に記録品位判定器においてジッタによる記録品位の判断を行い、ランニングＯＰＣ制御を
行うのか、ランニングＯＰＣ制御をやめて、ジッタボトムがでるような記録品位になるよ
うに記録条件を設定し直して記録を行うかを選択する機能を有することである。本実施の
形態においても、記録パワーの初期調整方法は第 1の実施の形態と同じであり、記録パワ
ー初期調整のパワーを用いてランニングＯＰＣの制御目標値を算出し、ランニングＯＰＣ
制御を行う動作については、過去の技術と同じであるので説明は省略する。
【００７４】
第１の実施の形態で示した情報記録装置では、記録パワーに対して、記録中変調度の変化
が充分にとれる領域を選択するように記録パワーを設定するようにした。しかし、第１の
実施の形態で示した情報記録装置で決定される記録パワーでは記録信号が記録媒体記載の
ＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値よりも低いアシンメトリになる可能性がある。しかし、一般的
にＦｉｅｌｄＩＤ記載のβ値付近のアシンメトリとなる記録信号は、ジッタボトムやパワ
ーマージンなどの信号品質で優れた特性を示すことがしられており、記録品位の観点から
は記録パワーを上記β値付近に設定することが望ましい。そこで、本実施の形態では、記
録条件を決定した後、ジッタの検出を行い、予め設定された目標ジッタ以下であるか否か
を判断して、目標ジッタに達する場合にはそのままランニングＯＰＣ制御によるデータ記
録を行う。目標ジッタに達しない場合には、従来の目標アシンメトリ制御の記録パワー調
整を行い、ディスク推奨のβ値付近のジッタボトムや広いパワーマージンなどの信号品質
の優れた記録条件に設定し、温度などのストレスをセンサで検出し、検出したストレスに
対して記録パワーを最適に調整する記録パワー調整器を用いての記録を行う。このことに
より、記録速度を落とすことなく、β値となる最適アシンメトリに調整できるため、高倍
速記録時においても、ジッタボトムやパワーマージンの広い記録品位の良いデータ記録を
行え、かつランニングＯＰＣ制御もしくは記録パワー調整器によって記録中に最適記録パ
ワー値の修正が行えるため、温度やサーボストレス等によるマージン低下に対する影響も
抑制することが可能である。
【００７５】
以下に記録品位をジッタによって判定する方法と、目標アシンメトリ制御の記録パワー調
整方法と、ストレスをセンサで検出しストレスに対して記録中のパワーを調整する記録パ
ワー調整器の動作について説明する。上記目標変化率記録パワー設定器１１で設定された
記録パワー用いてディスクに試し書きを行い、記録品位判定器３４では再生信号からジッ
タを算出し、記録品位としてマージンが確保できる目標ジッタ９％以下であるかを判定す
る。検出信号のジッタが９％以下である場合、記録品位判定機は切替器３５に対してラン
ニングＯＰＣ制御部１７と記録パワー設定器７を接続するように命令をだし、切替器３５
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は、ランニングＯＰＣ制御部１７と記録パワー設定器７を接続する。その後、データの記
録の際には、ランニングＯＰＣ制御器１７を用いて記録中の最適パワー調整を行う。検出
信号のジッタが９％以上である場合、記録品位判定機は切替器３５に対して記録パワー調
整部３３と記録パワー設定器７を接続するように命令をだし、切替器３５は、記録パワー
調整部３３と記録パワー設定器７を接続する。その後、記録パワー設定部２を用いて目標
アシンメトリ法で記録パワーを再度決定し直した後、データの記録の際には、記録パワー
調整器３３を用いて記録中の最適パワー調整を行う。
【００７６】
記録パワー決定部３１を用いて行われる記録パワーの決定動作は過去の技術の最適記録パ
ワーの調整と同じであるので細かい説明は省略し、以下に最適記録パワーの調整方法の概
略について説明する。記録パワー調整の場合はまず、パワーを段階的に変化させた試し書
きを行う。アシンメトリ算出器２９では、再生信号から３Ｔマーク、３Ｔスペース、１１
Ｔマーク、１１Ｔスペース信号の検出を行い、アシンメトリを算出し、目標アシンメトリ
パワー設定器３０に出力する。目標アシンメトリパワー設定器３０では、検出アシンメト
リと、予め目標値として定められていた目標アシンメトリとを比較し、目標アシンメトリ
となる検出アシンメトリから、記録パワーを決定する。決定した記録パワーの値は記録パ
ワー調整器に格納される。
【００７７】
次に、データ記録の際の、記録パワーの調整方法について説明する。データの記録中は外
気温度の変化や半導体レーザー２自身の発光による発熱により半導体レーザー２の素子の
温度が変化する。温度センサ３２では、この記録中の半導体レーザー２素子の温度を検出
し、記録パワー調整器に入力する。記録パワー調整器では半導体レーザー２素子の温度変
化によるレーザー発光波長の変動分によってどれだけ発光パワーを変化させるかが予めテ
ーブルとして用意されており、目標アシンメトリパワー設定器３０によって決められた記
録パワーに対して、温度センサ３２からの半導体レーザー２素子の温度情報を元に、温度
にたいする記録パワーの調整を行う。
【００７８】
本実施形態のように、記録中変調度変化が充分とれるランニングＯＰＣ目標値を設定した
後で、その記録パワーで低ジッタが十分確保できているのか確認を行い、所望のジッタ値
を満たしている場合は信号記録時にランニングＯＰＣ制御を行い、所望のジッタ値を満た
していない場合は、目標アシンメトリ法により記録パワーを決定し、センサによりストレ
スを感知し、ストレスに対する補正分を予め持っているテーブルにより調整することで、
指定された記録速度を落とすことなく、高品位で記録中のストレスに対するパワー調整を
行うことが可能である。
【００７９】
なお、この実施の形態では、記録品位の優劣の判断として目標ジッタ値を定めて判断を行
い、その結果に従って、記録速度の判断を行ったがこの他にも信号の位相誤差量が最小に
なる記録条件や、アシンメトリがディスク推奨のβ値になるなど、記録品位を示すパラメ
ータが最良になる記録条件を記録速度調整の判断指標として用いればよい。
【００８０】
また、本実施の形態では温度の検出を行ったが、この他にもチルトずれ、デフォーカス、
オフトラックなどその他のストレスの検出を行い、記録パワー調整器では、これらのスト
レスに対して、記録パワーの制御行ってもよい。
【００８１】
また、これらのストレスに対する記録パワー調整の方法は予め、ドライブ内のファームウ
ェアなどに格納しておくも可能であるし、ＥＥＰＲＯＭなどに格納して、工程調整した結
果を反映させることも可能である。
【００８２】
【発明の効果】
以上のように、本発明の情報記録装置によれば、記録中の変調度が記録パワー変動に対し
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て充分変化する変調度の領域に記録パワーを決定することができるため、その記録パワー
でランニングＯＰＣの制御目標値を設定することで、高倍速記録時においても、ランニン
グＯＰＣ制御が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態による情報記録装置の構成図
【図２】記録パルスの説明図
【図３】記録パワーとランニングＯＰＣ制御目標値の決定方法の説明図
【図４】本発明の第１の実施の形態の他実現方法の構成図
【図５】本発明の第１の実施の形態の他実現方法の構成図
【図６】アシンメトリ及びＢ／Ａの変化率を用いた記録パワー決定手段その１の説明図
【図７】アシンメトリ及びＢ／Ａの変化率を用いた記録パワー決定手段その２の説明図
【図８】本発明の第２の実施の形態による情報記録装置の構成図
【図９】本発明の第２の実施の形態での記録パルスの説明図
【図１０】トップパルスパワーとアシンメトリの関係の説明図
【図１１】トップパルスパワーの効果の説明図
【図１２】高速記録時のトップパルスパワーのある、なしによる記録パワーとアシンメト
リ及び記録変調度の関係の説明図
【図１３】パルス幅調整の説明図
【図１４】本発明の第３の実施の形態による情報記録装置の構成図
【図１５】本発明の第４の実施の形態による情報記録装置の構成図
【図１６】従来の情報記録装置の構成図
【図１７】標準速記録時の記録パワーとアシンメトリ及び記録変調度の関係の説明図
【図１８】従来例の課題を説明するための記録速度と記録マーク形成上状態の説明図
【図１９】従来例の課題を説明するための高速記録時の記録パワーとアシンメトリ及び記
録変調度の関係の説明図
【符号の説明】
１　レーザー駆動器
２　半導体レーザー
３　ビームスプリッタ
４　対物レンズ
５　記録媒体
６　受光素子
７　記録パワー設定器
８　記録パワー決定部
９　記録中変調度算出器
１０　記録中変調度変化率算出器
１１　目標変化率記録パワー設定器
１２　ランニングＯＰＣ制御目標決定部
１３　記録中変調度算出器
１４　ランニングＯＰＣ制御目標設定器
１５　ランニングＯＰＣ制御部
１６　記録中変調度算出器
１７　ランニングＯＰＣ制御器
１８　記録品位調整部
１９　アシンメトリ算出器
２０　目標アシンメトリ記録ＴＰパワー設定器
２１　記録ＴＰパワー設定器
２２　記録速度調整部
２３　ジッタ算出器
２４　記録品位判定器
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２５　記録速度調整器
２６　サーボ制御器
２７　スピンドルモータ
２８　記録パワー決定器２
２９　アシンメトリ算出器
３０　目標アシンメトリパワー設定器
３１　記録パワー調整部
３２　温度センサ
３３　記録パワー調整部
３４　記録品位判定器
３５　切替器
３６　記録パワー決定器
３７　アシンメトリ算出器
３８　目標アシンメトリパワー設定器
８００　記録パワー決定部
８０１　変調度検出器
８０２　記録中変調度変換テーブル
８０３　記録中変調度変化率算出器
８０４　目標変化率記録パワー設定器
８１０　記録パワー決定部
８１１　判定器
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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